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要旨 

 シニアのパソコン初心者がパソコン学習で壁になっているのは、キーボード操作を覚えることである。そ

こで、シニア初心者のキーボード学習を支援するためにキートップに貼る文字強調シール、キーボードから

の文字入力の教科書を作成した。本論ではそれらを使って行った講習会と学習前後の文字入力速度を計測し

た結果を報告する。 

1. はじめに 
パソコンの利用を始めたばかりのシニアにとって、キーボードを使用した文字入力はパソコン学習の

大きな壁になっている。彼らの中にはキーボードに慣れるまでに時間がかかり、見るのも嫌になってい

る者も見られる。その原因として、文字キーと機能キーの区別がつきにくいこと、キーボード上のキー

数が多いことが挙げられる。そこで、パソコンでの文字入力の習得を助けるためにキートップの文字を

目立たせたキーボードシール、操作方法を記載した教科書、および文字入力の練習問題をあわせた教材

を用いることを提案する。この教材の特徴は、キーの区別や利用方法を一目で判別できるようにしたこ

と、練習問題を通して、じっさいの単語や文章を入力する方法を学習していくことにある。これはキー

ボードからの文字入力を始めた人にとって、より確実に習得できるという点で有益であると考えられる。 

2. キーボードを使った文字入力の習得 
ここでは、キーボードからの文字入力を習得するために必要なことについてまとめる。 
キーボードや文字入力の習得を促す一例として、まず、イワタデザインの USB キーボード

KAUSBW-A1を挙げる [1]。これは文字の大きさを通常の10倍にし、50音の行ごとに色分けをしている。
そして機能キーを日本語にすることで使いやすさを向上させている。次に藤田らは、ローマ字とキーボ

ード操作の習得を目標としたアプリケーションを開発した [2]。これは画面に表示されたアルファベッ
トと同じキーを探して入力することで、入力方法とキー配置の習得を促している。e-なもくんソフト（名
古屋市情報化推進プロジェクトで開発された初心者向けアプリケーション[3]。Web ブラウザと Web メ
ーラを搭載。およそ 1600人以上がこの講習会を受講）では、利用者はこのアプリケーションに付属した
ソフトウェアキーボードで文字入力を行い、文字入力と変換方法を学習した。 
先に挙げたキーボードは、すべてのキーが使われることを前提に作られている。我々はまず必要なキ

ーだけを提示し、それを徐々に増やしていくことで文字入力操作の習得を目指している。次の藤田らの

研究では、気軽にキーボードに親しめる点で学習効果があると思われる。しかし、じっさいの文章を入

力する学習までには至っていないため、それを支援する教材が必要だろう。最後の e- なもくんソフトに
ついては、利用者から「もっと早く入力できるようになりたい」とキーボードの講習を希望する声が上

がっていた。 
以上のことから、まずキーボードについては、通常のものよりも見やすさを向上させることが重要で

ある。キートップ上の文字を探しやすくするために、キーの区別や利用方法が一目でわかること、文字
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を大きさや色で見せることが必要だと考えられる。次に習得の順序だが、キーの位置や機能を習得する

ことに専念するために、ソフトウェアキーボードで文字入力を習得した後にキーボードに移行する方法

が考えられる。 

3. シニアのための文字入力支援教材 
本章では、提案したキーボードからの文字入力を支援するための教材について解説する。本論におけ

る教材とは、キーボードシール、入力方法を記載した教科書および練習問題の３つを指している。 
3.1. キーボードシール 
キーボードシールとは、文字色や背景色、文字サイズで文字の関連性を表現することによって、キー

の視認性と検索性を向上させるように作成したものである。 
（１）ローマ字入力モード用シール 
ローマ字を習得している人むけに作成した、アルファベットが記載されたシールである（図１）。見や

すさ向上のために、次のように色分けをおこなった。まず、キーをローマ字でよく使われるアルファベ

ットと、そうでないもの、句読点と分類し、さらによく使われるものを母音、清音の子音、濁音半濁音

の子音と分け、それぞれに色づけを行った。特に母音の５つは他と見分けがつかなければならないので、

○で囲みマゼンタ色とした。清音の子音は青系の色とし、か行・さ行・た行・な行に該当する文字を青

で、は行・ま行・や行・ら行・わ行をシアンとした。濁音半濁音は緑を基調とし、濁音を黄緑で、半濁

音を青緑とした。次に、ローマ字ではあまり使われない文字は前者と比べて文字サイズと縮小し、色を

黒にした。なおXと Y、Nは別の使い方があるため、それを下線で表現した。そして、句読点は他のも
のと区別がつくように、背景を黄色とした。なお数字は左から右に整列され見分けがつくので、キーを

貼らずに学習を進めていくとこととした。 
（２）かな入力モード用シール 
ローマ字を習得していない人向けのかな文字のシールである（図１）。かな入力モード用シールでは、

行ごとに色を変えて関連性を示した。合計９色用い、あ行とわ行は文字色を黒にし、あ行の背景を黄色

にすることで見分けをつけた。それぞれの文字は行でおおまかに配置されているので、あ行とわ行以外

のものは隣り合った行と似た色にならないようにした。数字とアルファベットの入力については、ソフ

トウェアキーボードを用いることとした。これはシールの見やすさを確保するために、１つのキーにつ

き２文字までとしたからである。このようなシールを貼付することにより、文字の位置が大変わかりや

すくなりひらがなキーの学習には有効である。しかし、ひらがなの文字配列そのものが不規則であるた

め、依然としてキー入力に慣れるのにはある程度の時間を要する。キー配列そのものを変更するソフト

を利用し、同じ段の文字をまとめて配列しなおす方法も考えられるが、別のパソコンを利用する場合は、

また新たにキー配列変更ソフトをインストールしなければ使えないといった制約が加わる問題点がある。 

   
図 1：ローマ字入力モード用シールとかな入力モード用シール 

（３）両方に共通する機能キーのためのシール 
文字入力に必要かつ最低限に絞り込んだ、機能のためのシールである（図２）。キーを７つに限定し、

なるべく見て機能が理解できるように日本語で表記した。上段・SHIFTシールをシフトキーに貼り、か
な入力モード用シールに、大小の文字が書かれているシールと組み合わせて使用する。変換空白シール

や確定改行シールにある下線が引いてあるものは、文字種変換し、それを確定させるといった関連した

作業であることを示している。  
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図２：機能キー用のシール 
3.2. 文字入力の教科書 
文字入力練習時に、学習者が操作でつまずかないようにするために、１つ１つの作業について画面キ

ャプチャを掲載した教科書を作成した。日本語の文字入力には入力モードにあわせて、ローマ字入力モ

ード用とかな入力モード用、２冊の教科書を用意している。操作の流れは２冊とも同様で、異なる点は、

習得すべきキーの位置と例文に対応したキーの画像だけにした。教科書のページ構成は見開き２ページ

で１つの作業を終えられるようにし、ページをまたがないように作成した。 
教科書の内容は大きく２つに分かれ、１つめは５種類の文字（ひらがなやカタカナ、漢字、英字、数

字）を使って単語を入力できるように、２つめは文章に必要な記号を加えて 50字程度の文章を入力でき
るように作成されている。 
3.3. 練習問題 
教科書を使用して文字入力の手順を理解したら、学習者には練習問題を提示する。なるべくすべての

キーを使って文字入力練習ができるように、題材は表１に示す５種類を用意したそれぞれ、50音すべて
の入力、拗音や促音が入った単語、漢字（一度で変換できないものも含む）や英数字が入った文章の入

力ができるように問題を選択した。ひとつの練習問題の入力が完了した学習者には、次の題材を渡すよ

うにする。入力方法がわからないときは、教科書を参照しながら入力してもかまわない。 
表１：練習項目と題材 

練習項目 題材 

ひらがなのみ 五十音、ひらがな版（北原白秋） ひらがな 
（単語） 

「っ」の練習 かっぱ（谷川俊太郎） 

カタカナ（単語） 楽器の名前 

単語 五十音・漢字かな版（北原白秋） 漢字かな混

ざり文 
文章 新聞記事 

漢字かな英数字混ざり文 情報機器の製品紹介 

4. キーボードシールを用いた入力速度の比較 
本章では、３章で解説したキーボードシールおよび教材の効果を試すためにおこなった、実験の報告

をする。これらの教材はじっさいの講習会で使用することを想定していることから、実験では教授者と

受講者が参加する講習会の形式をとった。 
4.1. 実験の概要 
 講習会は 2008年 2月 19日から 3月 6日までの６回開催し、そのうち文字入力練習にあてたのは２回、
計４時間で習得を促した。講習会の参加者は６名、マウスを使用して e-なもくんソフトのブラウザやメ
ーラをほぼ毎日利用している者を対象とした。マウスの利用に慣れており、かつキーボードからの文字

入力の習得を希望する被験者を選ぶために、募集方法は e-なもくんソフト利用者に向けてメールを送る
ことで行った。今回の実験では、キーボードシールおよび教科書、練習問題の使用前と使用後の入力速



情報システム学会 第 4回全国大会・研究発表大会 [] 
 

[]-4 
 

度の差を比較し、これら教材の効果を測定することを目的とした。実験の手順は、まずシールを貼らず

入力速度を測定し、次にキーボードシールを貼り、１時間の練習の後に同じ文字を入力させ、その速度

を測定した。入力文字の表示には、e-なもくん文字入力練習画面を利用した。全画面表示かつ文字を入
力するだけの操作ができ、被験者に文字入力へ集中してもらうことをねらいとしている 
4.2. 結果 
速度実験の結果を図３に示す。表中の被験者をAから Fとし、ローマ字入力での入力を希望した者を

Aから Dに、かな入力を Eと Fとし
た。 
 ６名の被験者のうち、上昇したの

は４名、変化がなかったのは１名、

逆に上昇しなかったのは１名であっ

た。A~Dの結果はおおよそ 80から
90秒ほどであった。また、Eと Fに
ついては入力時間が３分の１程度に

短縮された。ソフトウェアキーボー

ドとの比較はCと Dのみ行い、ソフ
トウェアキーボードで同じ文字列を

入力してもらった。両者ともキーボ

ードで入力した方が速く入力を終え

ていた。入力に使用した指は一方の

手の人差し指や五指、両手の人差し

指、両手の小指をのぞいた指などを

用いていた。 
4.3. 考察 
ここでは結果で挙げた３点についての考察をおこなう。まず、入力速度について述べる。大幅に速度

が上昇した Eと Fは、練習中に何度も「シールを使った方が速く入力できる」と発言した。これはシー
ルを貼ったことで、かなの見分けがつきやすかったからだと思われる。B の変化なし、C の上昇しなか
った理由は、練習の途中から両手で入力しはじめ、実験でも両手で入力していたことから、まだ両手で

の入力に慣れていなかったのではないかと思われる。次にソフトウェアキーボードとの比較をした結果、

キーボードからの入力の方が速くなった。これはキーボード上の指の動きがマウスポインタの移動より

も、動作が少なかったために速くなったと考えられる。最後に、入力に使用した指について述べる。そ

れぞれ、右手人差し指を使ってキーを入力し始め、時間が経つにつれてばらつきがでてきた。キーの位

置を覚え始め、それと同時に多くの指を使った方が、効率がよくなると判断したのではないかと推察さ

れる。 

5. おわりに 
ここではシニアのキーボードを使った文字入力へのニーズに着目して、キーを探しやすくするための

キーボードシールおよび文字入力の教科書と練習問題を作成し、その詳細を述べた。そして、教材を使

用した結果、使用前と後で入力速度が向上することを実験によって明らかにした。今後は教材の修正を

し、大人数の講習会での利用や、教材の配布方法を考えていきたい。 
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図３：入力速度の比較 


